
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

地 域 の人へ の  

あいさつが進んで

できている。 

令和 4 年度第３号 

いつも伊佐見小学校の教育活動に御理解・御協力いただき、ありがとうございます。 

運動会、光のシンフォニー、持久走記録会など行事の多い２学期。 

元気に頑張る子供たちを温かく見守っていただければと思います。 

コミュニティ・スクール 

１０月１８日に第３回学校運営協議会が開催されました。主な協議内容は以下の

通りです。 

 

 

第３回 学校運営協議会 

前期の子供たちの様子について 

学習・生活・学校行事の様子の紹介、学校評

価の集計結果についての説明がありました。 

委員の声 
コロナの学力への
影響が心配。 

 
学校評価は悪かっ

たところを成長に

つなげて欲しい。 

防災について 

９月に行われた避難訓練の説明と防災に

関する協議が行われました。 

委員の声 

 
避難や引き渡し
の手順は？ 

 

大雨の時、地下

道の排水は大丈

夫か？ 

 
避難ルートが 
通れない場合は？ 

 
できるだけ多くの 
選択肢を！ 

協議会の詳しい内容は、伊佐見小学校ホームページのコミュニティ・スクールの

ページで公開していますので、是非御覧ください。 

 

 

学校応援隊の活動状況 

前期の活動報告や今後の予定の確認、 

ボランティア参加者の声の紹介などがありました。 

 

学校設備について 

空調設備の老朽化により、９月は３０度を超す暑さの中で 

勉強するクラスもあり、市に改善の要望を挙げていく旨の 

説明がありました。 

委員の声 

 

昔は３０度を超え

る日は多くなかっ

た。環境問題を考

えるきっかけに。 

議題１ 議題２ 

 

ボランティア参加者

の声は裏面で御紹介

します！ 

https://illust-stock.com/wp-content/uploads/donguri.png


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

伊佐見小 WEB サイトのコミュニティ・スクールのページ 

https://www.city.hamamatsu-szo.ed.jp/isami-e/cs.html 

 学校運営協議会の会議録もご覧いただけます！  

伊佐見小学校（担当：鈴木・間渕） 

電 話 ４８６－０００７ 

ＦＡＸ ４８６－０１６０ 

メール isami-e @city. h am am atsu -szo. e d. jp 

 

★ 今後の学校応援隊のスケジュール ★ 

日 程 行事・活動 内  容 

 光のシンフォニー（全校） 受付、保安 

持久走記録会（全校） 受付、観察 

通年 図書ボランティア 読み聞かせ、掲示物、本の修復 

学校応援隊 参加者の声 
ボランティアには下は大学生、上は８０代の方まで、多くの方々が参加して下さっ

ています。そんな皆様のリアルな声を御紹介します。 

・子供たちととても楽しく時間を過ごせた。もっとクラブの時間があればいいのに。

（保護者／クラブ活動） 

・楽しい時間でした。子供たちから元気のパワーを沢山いただきました。（地域／ク

ラブ活動） 

・仕事内容が難しくなく安心しました。ボランティアしながら子供の姿を見ることが

出来るので、自由参観の代わりになる。（保護者／陸上部・体力テスト） 

・最初は子供との接し方が少し戸惑いましたが、分かってくると支援の仕方も分か

り、自分の将来のためにも役立ちました。（地域・大学生／体力テスト） 

・普段見ることが出来ない学校内を見る事も出来て、とても良い経験になりました。

沢山の方が参加していたので驚きました。（保護者／図書整備） 

・初めて参加しました。時間帯や内容も負担が少なく参加しやすかったです。１回か

ら参加可能な所がとても良かったです。（保護者／図書整備） 

・最初の一歩さえ踏み出してしまえば、やって良かったと感じるし、今回チャレンジ

していなかったら後悔しそうだったので、参加して良かったです。（保護者／読み聞

かせ・体力テスト） 

「楽しかった」という声を沢山いただきました。地域の方には生きがいや

活力、保護者の方には子供たちの様子を見る機会になっていると感じ

ました。一歩踏み出すことは勇気がいりますが、難しく考えず気軽に御

参加いただければと思います。 


